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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年7月13日(2017.7.13)

【公表番号】特表2016-521752(P2016-521752A)
【公表日】平成28年7月25日(2016.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-044
【出願番号】特願2016-519661(P2016-519661)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/245    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｋ   14/245    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ｃ０７Ｋ    7/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月1日(2017.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ感染の処置または再発防止を必要とする嚢胞性線維症（ＣＦ）
患者においてＢｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ感染の処置または再発防止に用いるための、抗Ｉ
ＨＦ抗体を含む組成物。
【請求項２】
前記組成物が、ＤＮアーゼ処置なしで前記患者に投与されるものであることを特徴とする
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
請求項１または２に記載の組成物であって、Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａの増殖を阻害する
抗菌薬をさらに含む、組成物。
【請求項４】
前記ＢｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａがＢｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｎｏｃｅｐａｃｉａま
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たはＢ．ｍｕｌｔｉｖｏｒａｎｓである、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
前記抗ＩＨＦ抗体が抗ＩＨＦα抗体または抗ＩＨＦβ抗体である、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項６】
前記抗体がＩｇＧ抗体である、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
前記抗体がポリクローナル抗体、モノクローナル抗体、ヒト抗体、ヒト化抗体、キメラ抗
体、抗体誘導体、またはその抗原結合断片である、請求項１～６のいずれか１項に記載の
組成物。
【請求項８】
Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａに感染した被験体におけるＢｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａによって
引き起こされる感染または疾患の処置で用いるための、抗ＩＨＦ抗体を含む組成物。
【請求項９】
前記抗ＩＨＦ抗体が、ＤＮアーゼ処置なしで前記被験体に投与されるものであることを特
徴とする、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
請求項８または９に記載の組成物であって、Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａの増殖を阻害する
抗菌薬をさらに含む、組成物。
【請求項１１】
前記ＢｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａがＢｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｎｏｃｅｐａｃｉａま
たはＢ．ｍｕｌｔｉｖｏｒａｎｓである、請求項８～１０のいずれか１項に記載の組成物
。
【請求項１２】
前記抗ＩＨＦ抗体が抗ＩＨＦα抗体または抗ＩＨＦβ抗体である、請求項８～１１のいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
前記抗体がＩｇＧ抗体である、請求項８～１２のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
前記抗体がポリクローナル抗体、モノクローナル抗体、またはその抗原結合断片である、
請求項８～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
前記被験体または患者が哺乳動物である、請求項１～１４のいずれか１項に記載の組成物
。
【請求項１６】
前記哺乳動物がヒト患者である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
前記哺乳動物またはヒト患者が未成熟哺乳動物または小児患者である、請求項１５または
１６に記載の組成物。
【請求項１８】
Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａに感染した前記被験体が嚢胞性線維症被験体である、請求項８
～１７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａによって産生されるバイオフィルムの阻害、競合、または力価
決定で用いるための、抗体を含む組成物。
【請求項２０】
前記抗体がｉｎ　ｖｉｔｒｏまたはｉｎ　ｖｉｖｏで前記バイオフィルムと接触させられ
るものである、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
前記抗体が、ＤＮアーゼ処置なしにおいて接触させられるものであることを特徴とする、
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請求項１９または２０に記載の組成物。
【請求項２２】
前記バイオフィルムまたはＢｕｒｋｋｈｏｌｄｅｒｉａが、前記バイオフィルムを産生す
るＢｕｒｋｋｈｏｌｄｅｒｉａの増殖を阻害する抗菌薬の有効量と接触させられるもので
あることを特徴とする、請求項１９～２１のいずれか１項に記載の組成物。
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